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載されている Graphics Processing Unit を利用したボリュームデータ可視化によって自立的な高速応答を実現する。
さらに、提案システムの実装、実験により、インタラクティブな可視化を実現可能であることを検証する。 
 最後に、第５章では本研究にて得られた成果をまとめ、今後の展望について述べる。 

















クライアントに搭載された Graphics Processing Unit を利用してボリュームレンダリングを行い、さらに、多様な対
象データに対応するため、対象データに付加されたメタデータを参照してデータを読み込み、粒度制御によって多様
なクライアント上での動作を図っている。実装例による実証実験では、提案システムのボリュームデータ閲覧におけ
る有効性を示している。 
 以上[l3]のように、本論文はボリュームデータの広範な利用を実現する上で、上記３点の主要成果を含む多くの有
用な研究成果をあげており、マルチメディア工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学
位論文として価値あるものと認める。 
